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「子ども主体で学び合う授業づくり」 
～協同学習の視点～ 

【研修のねらい】 
■子ども主体で学び合う魅力ある授業づくりを理解し、授業力の向上を図る 

「魅力」ある授業   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

ファイル名 

実施日 口座番号（講座名）まとめ 

コラボ研修の場合は列記 

 
Exp.   R2.5.15_21001（授業づくり研修①）まとめ.pptx 

☆めあてを明確にする 

☆学び合いの時間の確保  

★ 

 「Ｗｅｂ会議による遠隔講義」  講師 高旗 浩志 氏（岡山大学 教授） 

令和２年６月１１日（木）     

 協議に代替して議論をさせる 

・教師の一方的講義ではなく生徒同士の対話を 

 入れる 

伝統的授業で目的が達成されない場合の対処 
教師主導型の否定➡アクティブ・ラーニング的    

         対話を導入することで改善 

・練り上げ過程をワークシートによるグループ 

 協議に代替して議論をさせる 

・教師の一方的講義ではなく生徒同士の対話を 

 入れる 

「徹底」による基礎学力の習熟 

☆  

★ 

  

◇授業改善の実践事例から学ぶ 
～全国学力調査の結果から見える 

    学力上位県と停滞県の特徴～ 

・低学力に危機感 

・他県を視察 

・授業改革に加えて学校経営改革  

・改革を推進するリーダーシップの存在 

・意識改革に焦点  

・学校経営改革の手段は校長面談と 

 ＰＤＣＡ 

■上昇県に共通すること 

・言い訳が多い  

・学力観が多元的  

・やっていることのみの主張で成果に言及せず  

・マネジメントの非効率  

・内に籠っている 

■学力停滞県に共通すること 

・小中学校ともに低下傾向  

・算数の授業が好き・よく分かる➡平均以下  

・導入に時間がかかり過ぎて適用題・振り返 

 りが不十分  

・教員が一方的に「めあて」や「まとめ」を 

 提示  

・「めあて」が抽象的で学習の見通しが持て 

 ない 

・「めあて」と「まとめ」が正対してない 

■本県の課題 危機感不足！ 

研修で 

 学校が 

  変わる 

まとめ    

     県立福祉人材研修センター

１「理解・思考型の学力観」を基盤に据えた授業へ 
 ・意欲の差をつくらない授業 / わかったふりをさせない授業 / 学び取らせる授業 
 ・「自ら学習する主体」を育む 
 ・子ども主体で学び合い、高め合う「協同学習」で育む 
 ・「支持的風土」のある教室に 
 
２「気がかりな子」に学ぶ 
 ・語彙力（学習課題に対して粘り強く自分なりの言葉を紡ぐ力）と自信（学ぶことや目の前の困難  
  に対して自分自身を前向きに押し出してくれる安心感）をつけ、学ぶことへの意欲を高める 
 ・授業の「対処療法」と「悪循環」の流れを断ち切り、「自ら学ぶ主体」を育てる 

３「学習する集団」を育む授業づくりのポイント 

 ・授業改善、授業研究の文化を創る 

 ・「どのように教えるか？」から「どのように学びとらせるか？」へ 

    見通し、「個の自力解決」の時間の確保、交流・共有、まとめと振り返り、家庭学習と授業のつなぎ 

【受講者のプラン・・・私はこの学びをこう活かす】 ～部分抜粋～ 
 
  支持的風土に向けて 
   ○今まで全員が参加できる授業づくりにこだわってやってきたが、実際は「カタチ」にこだわっていただけだ 
    と痛感した。生徒同士の関わりや教師とのかかわりの部分で大きなヒントを得ることができた。授業をとお 
    して支持的風土をつくっていくことが本当の意味での「全員が参加できる授業」になることだとわかった。 
  言葉を紡ぐ力に向けて 
   ○教材研究で要点を絞り、効率よく学習させるために穴埋めワークシートに頼っていたことを反省した。私以 
    外にも、「効率のよい学習」を進めようとしている教員は多いと思う。教材研究では自らの失敗談を踏まえ 
    「課題に対する自分の思いをつくる学習」につなげるように頑張りたい。      
  自ら学ぶ主体に向けて 
   ○職員で共有を図って取り組みたい。自分の授業のやり方や子どもたちとのかかわり方を考えさせられた。 
    理解が遅れがちな児童には丁寧に説明したりわからせようと解説してしまったりしているが、肝心な子ども 
    の学びを主体的なものから遠ざけてしまっていた事実に気づいた。子どもたちの学びを常に意識した授業づ 
    くりをしたい。 

【受講者のプラン・・・私はこの学びをこう活かす】 ～部分抜粋～ 
 
  個の自力解決に向けて 

   ○「答えを探す学習」から「課題に対する自分の思いをつくる学習」へ、という部分で深く考えさせられた。 
    決まった言葉や形式にこだわっている自分があった。自分の言葉で書くということを続ける中で、先生の 
    おっしゃった自己内対話が紡がれ、友達の見方と考え方が取り入れられるようになるのだと実感した。 
  予習型の学習に向けて 
   ○自校は４０分授業に取り組んでいるので、予習型の家庭学習を取り入れて児童の学習意欲を向上させたい。 
    また、私は児童の質問に簡単に答えてしまうことがあるので、立ち止まって問いとして児童に投げかけ深ま 
    る学びを授業の中につくりたい。 
   ○自校は５教科を中心に予習に取り組ませてから授業に臨ませる取組を昨年度から始め、２分前着席後の予習 
    にも全学級で取り組ませている。形は定着しつつあるものの予習の学びの質については一層深めていかなけ 
    ればならない。本日の授業改善のポイントを職員研修会の機会を設けて職員で共有を図って取り組みたい。 
   


